
チェルムスフォードの風 in 2017 

（３日目） 

 

St. Patrick’s Day の今日、雲が少し多いながらも青空の見えるチェルムスフォードです。

昨日よりは風が冷たく、昨日より厚着をした人々が多く見られます。昨日の暖かさから油

断して防寒具を忘れた教員２人は、後悔しきりの朝でした。 

授業は、生徒たちのボキャブラリーを試す Ice-breaking 

activityから始まりました。animal, flower, sports 等のテー

マを与えられ、知っている単語を答えます。最後まで残り優

勝したのは、畠山君でした！ブラボー！How smart you are! 

次は、イギリスについての講義です。

地理から始まり、イギリスについての

様々な知識を Quiz形式で学びます。残念なことが１つ。イギリスに

来て３日目となり、生徒たちの緊張感が解けたのか、日本語で話す

声が多く聞こえてきます。休み時間にイギリス来た目的をもう一度

思い出させたいと思います。 

Quizの後、日本とイギリスの違い等について、皆の前で話す課題が与えら

れました。それぞれ苦労しながら話をしています。彼らの話を聞きながら、

Stella先生は発音の課題等、気づいた課題を的確に指摘して

くれています。皆、それがちゃんと分かっているでしょうか。

Break の後は、初の AES の授業参加です。シチズンシップ

教育について４つのグループに分かれて参加しました。AESの生徒のお迎え

で、それぞれの教室に行きました。内容はクラスによって異なり、国連の平

和活動について、フェミニズムについて、犯罪者への罰について、

グローバルイシューについて、ビデオ鑑賞やプレゼンテーションを

交えてディベートを行いました。どの授業も

とても難しかったようです。授業参加はあと

５回あります。頑張って食いついて欲しいと

思います。 

AES の生徒との楽しい昼休みの後は、World weather や明日行く

Cambridgeについて講義です。明日の Cambridgeへの期待が高まったようです。 

今日の最後の授業はディベートです。”Should youngsters start voting at the age of 16?”

というテーマと“Should youngsters be allowed to drive at the age of 16?”というテーマで、

男女で論戦を闘わせました。誰もが１回は発言するよう促され、頑張って発言する姿が印

象的でした。 
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議論が白熱したところで、今日の授業は終わりとなりました。月曜日の日程の変更、プレ

ゼン等の連絡後、電車に乗るために急いで学校を出ました。ふと気がつくと、校門の前の

掲揚台に、校旗、国旗と並んで日本の国旗が掲揚してあります。そんなところにも、AES

の hospitalityが感じられ、嬉しく帰路に着きました。 

 

 

 

 

 

 

 ＜昨日のWelcome ceremonyの写真です＞ 


